
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９５０年
ねん

 毎日
まいにち

パン給
きゅう

食
しょく

だった。 

 

１９８１年
ねん

 月
つき

１回
かい

、ご飯
はん

給
きゅう

食
しょく

が始
はじ

まる。 

２００１年
ねん

 週
しゅう

２回
かい

、ご飯
はん

給
きゅう

食
しょく

になる。 

  

２００３年
ねん

 週
しゅう

３回
かい

、ご飯
はん

給
きゅう

食
しょく

になる。 

 

 

 

 

 

ごはん・パン 

きゅうしょくだより  給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

号
ごう

 

                        大
おお

阪
さか

市
し

立
りつ

真
さな

田
だ

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

 

  

 

１９５０年
ねん

 学校
がっこう

で、脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

（牛
ぎゅう

乳
にゅう

の脂
し

肪
ぼう

 

分
ぶん

を取
と

りのぞいて粉
こな

状
じょう

にしたも 

の）を湯
ゆ

に溶
と

かして作
つく

っていた。 

１９７２年
ねん

 びんに入
はい

った牛
ぎゅう

乳
にゅう

になる。 

２０１８年
ねん

 びんから紙
かみ

パックに入
はい

った牛
ぎゅう

乳
にゅう

に 

なる
 

。 

大阪
おおさか

市
し

の給
きゅう

食
しょく

ご飯
はん

・パン・牛
ぎゅう

乳
にゅう

の歴
れき

史
し

牛
ぎゅう

乳
にゅう

 

がつ

２
にじゅう

４
よっ

日
か ど にち きん

ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

週
しゅう

 

週
しゅう

 

週
しゅう

 

 学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の歴
れき

史
し

や、役
やく

割
わり

を知
し

る１週
しゅう

間
かん

です。 

◆学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の役
やく

割
わり

 

給
きゅう

食
しょく

が始
はじ

まったころは、「栄
えい

養
よう

をとる」ことが 1番
ばん

の目
もく

的
てき

でし

たが、今
いま

では食
た

べ物
もの

や食
た

べることについて、さまざまなことを学
まな

ぶ「食
しょく

育
いく

」という目
もく

的
てき

もあります。これを機
き

会
かい

に、給
きゅう

食
しょく

の大

切さについて考
かんが

えてみましょう。 

◆学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の歴
れき

史
し

 

１８８９（明
めい

治
じ

２２）年
ねん

に山
やま

形
がた

県
けん

の私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で、弁
べん

当
とう

を持
も

ってくるこ

とができない子
こ

どもにたちに昼
ひる

ご飯
はん

を用
よう

意
い

したことが、日
にっ

本
ぽん

の学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の始
はじ

ま

りとされています。
 

戦
せん

争
そう

で食
た

べ物
もの

が少
すく

なくなり、中
ちゅう

断
だん

されたこともありました

が、戦
せん

争
そう

が終
お

わった後
あと

、子
こ

どもたちが栄
えい

養
よう

をしっかりとれるように、全
ぜん

国
こく

で給
きゅう

食
しょく

が広
ひろ

まりました。
 

 

給
きゅう

食
しょく

ができあがって食
た

べられるようになる

までには、たくさんの人
ひと

たちが関
かか

わっていま

す。そして、 私
わたし

たちは食
た

べ物
もの

の 命
いのち

をいただ

き、生
い

きています。 

感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れずに、できるだけ残
のこ

さず

いただきたいですね
 

。 

給
食を支

えているみなさん

農
のう

家
か

 

漁
りょう

師
し

 

調
ちょう

理
り

員
いん

 

栄
えい

養
よう

教
きょう

諭
ゆ

 

教
きょう

頭
と う

先
せん

生
せい

 

給
きゅう

食
しょく

当
と う

番
ばん

 

食
しょく

材
ざい

を運
はこ

ぶ人
ひと

 酪
ら く

農
のう

家
か

 

畜
ち く

産
さん

農
のう

家
か

 食
た

べ物
もの

の命
いのち

 


